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主論文 
The CD38 genotype (rs1800561 (4693C > T): R140W) is associated with an 
increased risk of admission to the neonatal intensive care unit       
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と CD38 遺伝子）SNP と早産および NICU 入院の関連性を検討した。CD38 遺
伝子はNAD+から cyclic ADP ribose (cADPR)の産生に関与する膜結合型蛋白遺
伝子であり、cADPR は細胞内で Ca2+を調節することから、内分泌細胞、神経細
胞や筋細胞などを介した生理的な機能をはたすと考えられている。早産により
低体重児を出産し奈良県立医科大学附属病院の NICU に入院した児の母親 63
名と、同院産科入院中の母親（正常体重児出産）55 名、女性ボランティア（医
学科・看護学科学生ボランﾃィア）188 名の頬粘膜より DNA を抽出し、CD38
（rs1800561 (4693C > T): R140W, 糖尿病および自閉症との関連が報告されて
いる）およびオキシトシン受容体（rs2254298）の遺伝子多型（SNPs）を、ア
レル特異的 PCR 法を用いて検討した。その結果、CD38 SNP と早産による低体
重児出産リスク（NICU の入院リスク）との間に有意な関連があることが明ら












畿央大学紀要 第 12 号 51-56 頁，2010 
 
 
2. 障害のある子どもを持つ家族への支援活動「Fairy noon」の実践 
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